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 のっぽの手 
認定 NPO 法人 ふくしまＮＰＯネットワークセンター通信 No.49 

 

◆◆◆◆◆ 注 目 記 事 ◆◆◆◆◆   

２０１３年度通常総会終了報告 

   まちの駅全国フォーラム 

   新理事紹介 

 

 

２０１３年 9月発行 

年次総会を終えて 
～２０１３年度通常総会報告～ 

ふくしまＮＰＯネットワークセンター理事長 

星野珙二 

 ◆ 新 理 事 紹 介 ◆  

当センターの年次総会も終了し、１４年目の

活動期に入りました。事業については、内閣府

の「新たな一歩」が前年度末で終了となりまし

たが、他の事業はほぼすべて継続となりました。

総会でも提案しましたように、本年度はこれま

で培った経験の上に、それぞれの事業に丁寧に

取組み、ＰＤＣＡサイクルをしっかり廻しなが

らブラッシュアップを図ることに努力したいと

考えています。新規事業の中ではノウハウの蓄

積がなく十分取り組めなかったこと、改善の糸

口が見えても時間に流されて十分対応できなか

ったこと、こうした点を見直しながら着実に事

業に取組んでいきたいと思います。 

もうひとつ力を入れたいことがあります。や

はり、年次総会で提案したことですが、人材育

成や働きがいのある職場づくりなど、人資源の

開発と能力の活用に関することです。中間支援

組織として、さまざまな講座を展開するなか、

まず足許からＮＰＯで働くことの特質づくりに

心掛けて行く必要がありそうです。企業や行政

組織で働くことの基本原則は変わらないでしょ

うが、そして待遇は必ずしも良くないかもしれ

ませんが、市民セクターで働く多様で柔軟なワ

ークスタイルの可能性を少しでも拡げていけな

いかと想いを巡らせています。 

新しく理事になりました齋藤健（たけし）です。会社

を退職しまして既に１０年近くになります。会社時代

に同じ名前の同僚が職場にいまして、それ以来、通

称「ケン」とも呼ばれてもいます。 

以前に、ふくしまＮＰＯネットワークセンターにお世

話になっておりまして、その時の経験がいろいろと役 

に立ち、他に二つのＮＰＯ法人団体にも属しておりま

す。現在は福島市と実家の西会津町との間を行った

り来たりの生活で、西会津町では農作業主体の生活

をしており、合間に、農業の後継者づくりの活動を行

っています、という次第で貧乏暇なしの生活を過ごし

ております。どうぞよろしくお願いします。 

▲星野理事長の挨拶 

▼お互いの顔が見える形で進められた総会 

▼活発な質疑応答 

が行われた 



「総会終了後の意見交換会 ワークショップ報告」 
 

 

 

現在進行中！『まちの駅全国フォーラム in ふくしま』開催に向けて 

～2013 年 10 月 18 日（金）～19日（土）福島テルサ・福島県内～ 

 

例年と違い今年度は総会終了後に会員の皆様と

の意見交換会 ワークショップの場を設け、私は進行

役を勤めさせて頂きました。 

●中間支援組織の自主事業の可能性を探る 

 中間支援組織の自主事業は難しいと言われている

が、事業収入アップをするにはどうすれば良いか？ 

●ネットワークセンター活動の見える化を目指して 

 会員への見える化もそうであるが、対外的な見える

化までを見据えた手段や方法を探る。 

 

２テーマについて、それぞれグループに分かれて

頂き活発な意見を出して頂きました。 総会が予定よ

り延びたこともあり、短い時間でのワークショップでした 

が、会員の皆様と理事との意思疎通が図れて有意

義な時間だったと思います。  

 発言があった詳細な意見等は別な機会に公表さ

れると思いますので割愛しますが、弊会の事業も予

算規模も大きくなった中で今後進むべく方向性を示

唆した意見が多数出て、今年度以降の活動の道筋

が見えたのではないかと感じました。 

（報告：ふくしまNPOネットワークセンター理事 菅野 真） 

ふくしまＮＰＯネットワークセンターの共催でおこな

われる、第１６回まちの駅全国大会は「来てみっ

せ、いいことあっから“ふくしま”へ」をキャッチフレー

ズに掲げ、開催準備が進んでいます。当センター

の作田謙太郎理事を実行委員長に、これまでに

駅長会議を５回、実行委員会を３回開き協議を進

めてきました。 

 １０月１８日の基調講演（一般公開）の講師には、

西会津町で楢葉町の避難者の皆さんと「にこまるク

ッキー」を製造と販売で、関東圏と被災地をつなぐ 

復興支援プロジェクトにとり組んでいる、料理家の

枝元なほみさんをお迎えします。 

また、全国からの参加者との交流会は、まちな

か広場を会場に福島のＢ級グルメでおもてなしを

する予定です。この全国大会を機会にまちの駅の

連携による福島の復興のまちづくりの一翼になる

ようとり組んでいきます。皆さんのご協力とご支援

をよろしくお願いします。 

（報告：ふくしま NPO ネットワークセンター常務理事 

齋藤美佐） 

主催：まちの駅連絡協議会 

（ＮＰＯ法人地域交流センター） 

共催：福島市（観光課） 

ふくしま NPOネットワークセンター 

全国事務局：まちの駅連絡協議会 

福島事務局：ふくしま情報ステーション 

まちの駅全国フォーラム inふくしま実行委員会 

（福島観光コンベンション協会・商工会議所など） 

まちの駅ネットワークふくしま 

（各まちの駅） 

【まちの駅全国大会運営組織図】 

 



各種講座案内 

市民活動ステップアップ講座 

『つくろう NPO法人』 
～NPO 法人設立のススメ～ 

 

NPO 法人を所管する福島県の担当者を講師とし

て、NPO 法人設立の申請までの注意点や申請にあた

っての書類や提出の際の留意点を具体的に学ぶ。 

 

○日時・場所 

１０月１９日（土） １３：３０～１５：３０ 

福島市市民活動サポートセンター会議室 

○講師 

大楽博史 氏 （福島県企画調整部文化スポーツ

局文化振興課 主事） 

○定員  ３０名 

○申込み・問合せ 

福島市市民活動サポートセンター  ☎526-4533 

NPO マネジメント講座 

『NPO 資金を考える』 
～基礎から学ぶ資金活用法～ 

 

 団体の活動を支える資金の仕組みや基本を考えた

上で、寄付や助成金といった資金の種類や性格を学

び、上手な資金の調達の仕方を考え、資金を運用す

る上での基礎を伝授する。 

 

○日時・場所 

１０月２７日（日） １３：３０～１５：３０ 

福島市市民活動サポートセンター会議室 

○講師 

星野珙二 氏 （福島大学特任教授・認定 NPO 法

人ふくしま NPO ネットワークセンター理事長） 

○定員  ３０名 

○申込み・問合せ 

福島市市民活動サポートセンター  ☎526-4533 

市民活動ステップアップ講座 

『NPO 運営の基礎』 
～めざせ！運営の達人～ 

 

多くの NPO 法人は運営や組織について悩みを持っ

ているのではないか？法人の目指すミッション達成の

ため、強い基盤を持つ NPO 法人を目指し、基礎から

運営を学ぶ。 

 

○日時・場所 

９月２８日（土） １３：３０～１５：３０ 

福島市市民活動サポートセンター会議室 

○講師 

牧田 実 氏  （福島大学教授・認定 NPO 法人 

ふくしま NPO ネットワークセンター常務理事） 

○定員  ３０名 

○申込み・問合せ 

福島市市民活動サポートセンター  ☎526-4533 

第９回のっぽアカデミー （第６６回 NPO 研究会） 

電通+ＮＰＯ広報向上委員会 

『伝えるコツ』 を身につけよう！ 
～ＮＰＯのための広報スキルアップセミナー～ 

 

 様々なＮＰＯから、広報やコミュニーケーションが上

手くいかないという声が寄せられている。活動する中

で人と人の繋がりは重要なウエイトを占めている。これ

まで以上に繋がりを深め、支援者を募るために“伝え

るコツ”を学ぼう。 

 

○日時 

１１月１６日（土）  １３：００～１７：００ 

○会場 

コラッセふくしま ５階 小研修室 

○講師 

鈴木武人 氏 （㈱ 電通 第４ＣＲプランニング局

局長 エグゼクティブ・クリエーティブ・ディレクター） 

○定員  ６０名 

○参加費  ５００円 

○申込み・問合せ 

ふくしま NPO ネットワークセンター  ☎528-1211 

お申込み・問合せは、各サポートセンター、

または、ふくしまNPOネットワークセンターに

お願いいたします。 

参加費の記載がない講座は、無料です。 

この機会にスキルアップを図りましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 学

時 代

は「星

野 王

子様」

と 呼

ば れ

て い

た…。 

東北ろうきん NPO パ

ートナーシップ２０１

１ 

ま

もなくスタートしま

す！ 

   秋は大好きな季節で

す。美術展、ライブ、芋煮

会など、楽しくてついつい

たくさんの予定を入れてし

まいます。 

（事務局・大山亜紀子） 

   

編 集 後 記  

●編集・発行 

特定非営利活動法人ふくしま NPO ネットワークセンター 

〒960-8034 福島市置賜町 1-29 佐平ビル 8F 

TEL 024-528-1211  

FAX0２４-528-1218  

E-mail center@f-npo.jp  

URL http://www.f-npo.jp/ 

 

 

 

―福島市より受託、運営している施設― 

●福島市市民活動サポートセンター 

〒960-8041 福島市大町 4-15 チェンバおおまち３F 

TEL 024-526-4533  FAX 024-526-4560 

URL http://www.f-ssc.jp  

E-mail f-ssc@bz01.plala.or.jp 

●まちの駅 ふくしま情報ステーション 

〒960-8053 福島市三河南町 1-20 コラッセふくしま 1F 

TEL 024-525-4020  FAX 024-525-4027 

URL http://www.machi-fukushima.jp 

E-mail info@machi-fukushima.jp 

行ってみるもんです 

～ベラルーシ訪問～ 

ふくしま NPO ネットワークセンター 理事  清水 修二 

―福島県より受託、運営している施設― 

●ふくしま地域活動団体サポートセンター 

〒960-8043 福島市中町 8-2 福島県自治会館 7F 

TEL 024-521-7333  FAX 024-523-2741 

URL http://www.f-npo.jp/saposen/ 

E-mail saposen@f-npo.jp 

●チョコラボ 

〒960-8031 福島市栄町 7-33 錦ビル 4F 

TEL 024-573-1970  FAX 024-573-1971 

E-mail cholab@npo.-f.org 

総会が終わり、ちょっ

と一段落。でも、今年度は

新たな事業が増え、忙し

い年になりそうです。がん

ばりましょう！ 

（事務局・根本靖子） 

 

   

チェルノブイリ事故の被災地は、都合５回訪れ

たことになります。好奇心と、自分の目で見たも

のしか理解できない“肉体派”的な体質のなせる

わざでしょう。何度行ってもそのたびに「行ってみ

るもんだ」と思います。 

 この７月に行ったのは福島市の市民視察団の

コーディネーターとしてで、市会議員１０人も一

緒でした。食品の安全管理システムの視察が主

たる目的です。事故から２７年たった今でも食品

の放射線測定をしなければならない厳しい現実

があります。ただベラルーシで羨ましいと感じるの

は、政府の情報を国民が信頼していることです。

より正確に言えば政府と国民との間に、少なくと

も放射線管理については信頼関係が築かれて

いるように見えます。ここに至るまでにはかなりの

時間と努力を要したものと推測されます。これを 

「ベラルーシは独裁国家だから」のひと言で片づ

けるのは簡単ですが、それは正しくないと思いま

す。 

ベラルーシは札付きの独裁国家と言われてい

ますが、訪れてみて独裁国家の暗さを感じること

はほとんどありません。街は落ち着いていてきれ

いです。政府関係者も親切に対応してくれます。

「私たちとあなた方は同じ苦しみを抱えています」

と何度も言われました。 

ウクライナは活気がありますが混乱している印

象があります。「おだやかな独裁国家」と「混乱し

た民主国家」とどっちがいいかと言われれば、後

者がいいと日本人なら誰でも言うでしょうが、現

地へ行ってみるとそう単純でないという気持にな

ります。国際感覚を磨くという意味でも、現地視

察は大いに効果有りという感じがします。 

 


